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1. 概要
1. 目的
2. 内容
3. 活用範囲

【期待される効果】
鳥類への影響が懸念される可能性の
ある区域をあらかじめ把握することで、
鳥類に配慮した事業計画の立案に貢
献
事前に鳥類の調査手法等の検討に
資する情報を提供することで、環境影
響評価手続き等の円滑化に貢献

センシティビティマップ
作成

自然環境の保全と再生可能エネルギー導入の両立を図るため、センシティビティマップを作成することで、
自然環境に配慮した再生可能エネルギーの適切な導入を加速する。
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【課題】
バードストライク等に対する懸念が発
生し、事業計画の見直し等に至る事
例が生じている
鳥類の調査が不十分なため、追加
調査を実施せざるを得ない事例等が
生じている

1.1 目的



1. センシティビティマップは、「注意喚起メッシュ」と「鳥類の渡りルート」の図面で表示。
① 「注意喚起メッシュ」は、10kmメッシュで表示。
② 「鳥類の渡りルート」は、地図上にラインで表示。

2. 今回は、北海道、本州、四国、九州（淡路島、対馬及び福江島を含む）で作成。
3. センシティビティマップは注意喚起を行うものであり、建設してはいけない場所を示した地図ではない。
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1.2 内容（全体） 1/3

夜間の渡りルート

センシティビティマップ

注意喚起メッシュ 鳥類の渡りルート

日中の渡りルート
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1.2 内容（構成要素等） 2/3

構成要素
重要種：主に文献調査
集団飛来地：主にヒアリング調査及び現地調査
渡りルート（日中のルート）：主に文献調査

（夜間のルート）：現地調査

センシティビティマップ
注意喚起メッシュ：重要種と集団飛来地を重ね
合わせることで、3つのレベルで評価。
渡りルート：日中のルートと夜間のルートの2つを
作成。

公 表
環境アセスメントデータベースシステム
（EADAS）にて公表
一部のデータについては、重要な種の位置情報を
含むため、閲覧には申請が必要

構成要素

重要種 集団飛来地 渡りルート(日中） 渡りルート(夜間）

センシティビティマップ

図は後に修正

注意喚起メッシュ 渡りルート(日中) 渡りルート(夜間)
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1.2 内容（補足：夜間の渡りルート） 3/3

バードストライクについては、オジロワシをはじめとする、トビ、カモメ類等の大型の鳥類の事例が知ら
れてきた。
しかし、近年、既設風車における現地調査により、キビタキ、ウグイス等の小型の鳥類にもバードスト
ライクが生じていることが明らかになった。
また、小型の鳥類のバードストライクの時期を調べると、多くが渡り期に生じていた。

今回、センシティビティマップ作成にあたり、小型の鳥類（小鳥類）を対象に、それらの渡りルートや
飛翔高度などを調査することとした。
小鳥類は夜間に渡りを行うため、夜間の現地調査（レーダー調査）を行った。
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1.3 活用範囲（イメージ）

準備書段階

方法書段階

評価書段階

配慮書段階 ・・・計画段階手続

・・・事業段階手続

報告書段階

センシティビティマップ（公表版）
（注意喚起メッシュ・渡りルート）

事業計画検討の初期段階

センシティビティマップ（申請後版）
（詳細情報）

鳥類に影響を与える可能性が想定される地域を
10kmメッシュ及び渡りルートで表示することで、

事業計画の効率的な立案に貢献

詳細な情報を提供することで、鳥類の調査手法
等の検討を行うことに貢献

事業地の選定スケール
大～小



2. 作成方法

1. 重要種
2. 集団飛来地
3. 注意喚起メッシュ
4. 渡りのルート
5. センシティビティマップ
6. その他
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2.1 重要種 種の選定・ランク

重要種は環境省レッドリストの絶滅
危惧種・野生絶滅（98種）から
生息環境、風車との関連性等を勘
案し、10種を選定
10種について、現在の個体数、個
体数の減少傾向、生息地の局所
性や特殊性、国内での現状を考慮
したバードストライクとの関連性を考
慮して3～1のランクを付加

ランク 種名

3 イヌワシ、チュウヒ、オオヨシゴイ、サンカノゴイ、
シマフクロウ

2 オジロワシ

1 クマタカ、オオワシ、タンチョウ、コウノトリ

ランクの大きなものほどセンシティビティが高い
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2.1 重要種 重ね合わせ

重要種10種の分布を文献調査等により収集し、10kmメッシュで表記
10種の分布を重ね合わせ、メッシュ毎にランクの最も高い点数を採用

・・・

イヌワシ オジロワシ タンチョウ・・・ 重要種

ランク3 ランク2 ランク1
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2.2 集団飛来地 データ収集

まず文献により全国の集団飛来地を把握
それらのうち、特に主要なものについてヒアリング調
査及び現地調査によりデータを収集
現地調査は全国58地点で実施

調査地点の選定方法
① ラムサール条約登録地のうち、選定理由に「集団分布地」が

含まれる登録地
② 国指定鳥獣保護区のうち、「集団渡来地」として指定されて

いる地域
③ モニタリングサイト1000の調査地点のうち、年間個体数が10

万羽以上の地域
④ 天然記念物のうち、集団渡来地･集団繁殖地に指定されて

いる地域
⑤ 有識者ヒアリングにおいて、海ワシの集団分布地とされる地域
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2.2 集団飛来地 ヒアリング調査結果

全国の著名な集団飛来地について、鳥類の利用状況を専門家にヒアリング
特に、集団塒と集団餌場の位置を確認
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2.2 集団飛来地 現地調査結果

全国の著名な集団飛来地で、集団塒や集団餌場における各分類群の個体数を記録
その他、モニタリングサイト1000や文献情報からも集団飛来地のデータを収集
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2.2 集団飛来地 集計・ランク

現地調査結果は、各分類群ごとの個体数を10kmメッシュごとに集計
分類群ごとに個体数に応じて、メッシュに3～1のランクを付加

1,000 30,000

500 0

1,000 0

0 5,000

1 2

1 0

1 0

0 3

ガン類 ハクチョウ類

集計

ランク10kmメッシュ

ガン類確認位置

ハクチョウ類確認位置

現地調査結果
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2.2 集団飛来地 重ね合わせ

ラムサール条約湿地及び国指定鳥獣保護区を含む10kmメッシュは一律ランク３
現地調査・文献調査については、 各分類群ごとに10kmメッシュの個体数からランク付け
ヒアリング調査の情報を含む10kmメッシュは一律ランク1
これらの10kmメッシュを重ね合わせ、メッシュ毎にランクの最も高い点数を採用

ガン類 ハクチョウ類 集団飛来地ヒアリング結果ラムサール条約湿地
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2.3 注意喚起メッシュ 重要種と集団飛来地の重ね合わせ

重要種
ランク3

重要種
ランク2

集団飛来地
ランク1

集団飛来地
ランク3

メッシュのランク6

メッシュのランク3

重要種 センシティビティマップ集団飛来地

オジロワシ2

チュウヒ3
タンチョウ1

センシティビティマップのメッシュは、重要種と集団飛来地のランクを合計することにより評価
メッシュの評価は、注意喚起レベルA～Cとした（Aはさらに1～3に分割）

メッシュの
ランク

注意喚起
レベル

6 A1
5 A2
3～4 A3
2 B
1 C
0 情報なし
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2.3 注意喚起メッシュ

【センシティビティマップ 注意喚起メッシュ】
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2.4 渡りルート データ収集

日中の渡りルート
• 文献調査及びヒアリング調査
• 対象：猛禽類、ガン類、ハクチョウ類等
夜間の渡りルート
• 現地調査（レーダー調査）
• 対象：夜間に渡る鳥類
• 現地調査は北海道～九州までの140
カ所で実施

【夜間のレーダー調査地点】
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2.4 渡りルート 日中の渡りルート

【日中の渡りルート】

日中の渡りルート調査は、文献と専門家へのヒアリ
ング調査により実施
• 環境省（2015）平成26年度風力発電施設に
係る渡り鳥・海ワシ類の情報整備委託業務

• 環境省（2014）平成25年度風力発電施設に
係る渡り鳥・海ワシ類の情報整備委託業務

• 環境省（2009）平成21年度渡り集結地衝突
影響分析業務

• 環境省渡り鳥関連情報

日中の渡りルートは、種は限定されるものの、比較
的明確なルートが存在すると考えられた。
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2.4 渡りルート 夜間の渡りルート

春の渡り

【夜間の渡りルート】

秋の渡り

春の渡りルートと秋の渡りルートに分けて作成
夜間の渡りは日本各地でみられ、数多くのルートが
存在すると考えられた。

・矢印の支点が調査地点の位置
・矢印の方向が渡りの方向
・矢印の長さは飛跡数の多さ
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2.5 センシティビティマップ

注意喚起レベルA～Cのメッシュでは、バー
ドストライクとの関連性が高い重要種の分
布や集団飛来地があり、注意が必要。

【注意喚起メッシュ】 【日中の渡りルート】 【夜間の渡りルート】

日中の渡りルート上もしくはそれに
近隣する地域では、日中の渡り
ルートに注意が必要。

夜間の渡りルートは広くみられ
るため、本図を参考に注意す
る。
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2.6 その他 猛禽類の渡りの飛翔高度

著名な猛禽類の渡りの集結地について、
レーダーを用いた現地調査を実施
調査は全9地点において、猛禽類の渡りの
高度や方向を記録

竜飛岬（青森県）
白樺峠（長野県）
伊良湖岬（愛知県）
淡路島（兵庫県）
佐田岬（愛媛県）
対馬（長崎県）
烏帽子岳（長崎県）
福江島（長崎県）
佐多岬（鹿児島県）
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2.6 その他 猛禽類の渡りの飛翔高度

調査結果一例
長崎県福江島
平成29年10月4日 6：30～7：00、13：
00～15：00
渡りの方向は東から西または北東から南西
高高度を渡る個体は、高度を変えずに飛翔
低高度を渡る個体は、山地に沿って高度を変
えながら飛翔

西 東渡り方向

レーダー設置位置

200m
100m
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2.6 その他 留意事項 1/3

重要種10種のデータのとりまとめにあたっては最新の分布情報の入手に努めましたが、イヌワシのよう
に過去に生息が確認されているものの近年は生息が確認されていない地域が含まれている種、オジ
ロワシやタンチョウのように近年分布が広がっている種、オオワシやガン類のように年により分布が大き
く変化する種がいます。また、シマフクロウの分布域は「生息地の連続性と目標つがい数を確保する
上で重要な地域」を引用しています。
日中の渡りルートは、文献や有識者へのヒアリングにより推定しましたが、渡りのルートは地形や天候
等の条件によりコースや幅が変化します。このような性質の情報であることから、表示する縮尺は
1:2,311,162までとし、それよりも拡大した縮尺では表示していません。
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2.6 その他 留意事項 2/3

注意喚起レベルで「情報なし」としたメッシュは、重要種が分布しておらず、集団飛来地もないことか
ら注意喚起レベルが低いと評価された場合だけでなく、もともと鳥類の生息状況の情報そのものがな
い場合も含まれています。そのため、「情報なし」のメッシュであっても、環境影響評価の手続きにおい
ては十分な調査を実施してください。
これに対して、注意喚起レベル「A」～「C」と評価されたメッシュでは、バードストライクとの関連性が高
い重要種が分布していることや、鳥類の集団飛来地があることが分かっています。そのため、環境影
響評価の手続きを進めるにあたっては、特に重点的な調査が必要になります。該当する項目（重
要種や集団飛来地）を参考にして、より詳細な調査を行ってください。例えば、重要種が生息する
メッシュでは、その種を対象とした詳細調査を実施する必要があります。また、集団飛来地が該当す
る場合、ねぐらや餌場の位置、そのルートなどに着目した調査が必要となります。渡りルートが事業
計画地及びその近隣にある場合には、渡り鳥の調査を詳細に実施する必要があります。
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2.6 その他 留意事項 3/3

注意喚起レベルを表示したメッシュの大きさは、10km四方で表示しています。そのため、重要種や
集団餌場・集団塒は必ずしもメッシュ内の全面に分布しているわけではなく、メッシュ内のごく一部に
だけに分布している場合も含まれています。
注意喚起レベルの高いメッシュや、渡りルート上もしくはそれに近隣する地域で事業を計画する場合
は、より高い保全措置が必要になる可能性があることに注意して、事業計画を立案してください。
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2.6 その他 申請について

一部のデータについては、重要な種の位置情報を含むため、閲覧には申請が必要
内容は、集団飛来地の現地調査結果とヒアリング調査結果等
これらの詳細な情報は鳥類の調査手法等の検討を行うことに貢献
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参考 絶滅のおそれが増大する野生生物への対策

保全方針の作成・公表（アセスでの活用）
鳥類等に関する風力発電施設立地適正化の手引き（平成２３年１月公表）
猛禽類保護の進め方（改訂版）（平成２４年１２月公表）
サシバの保護の進め方（平成２５年１２月公表）
コアジサシ繁殖地の保全・配慮指針（平成２６年３月公表）
ミゾゴイ保護の進め方（平成２８年６月公表）
チュウヒ保護の進め方（平成２８年６月公表）
海ワシ類の風力発電施設バードストライク防止策の検討・ 実施手引き（平成２８年６月公表）

3.環境影響評
価について

1. 環境影響評価
2. EADAS（環境アセスメントデータベースシステム）
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3.1 環境影響評価

【準備書・評価書】 環境影響評価の結果の公表

【方法書】 環境影響評価の評価項目・手法の選定

【報告書】環境保全措置等の結果の報告・公表 免許等を行う者等の意見

環境影響評価の実施
（調査・予測・評価の実施、環境保全措置の検討）

【配慮書】事業の計画段階における環境配慮の検討

環境大臣の意見

環境大臣の意見

免許等を行う者等の意見

対象事業の計画を策定

環境大臣の意見

事業の実施
環境保全措置の実施、事後調査

免許等での審査

国
民
・
知
事
等
意
見

主務大臣の意見

国等事業者事業者自らがあらかじめ
事業の実施前に環境へ
の影響を評価し、その結
果を公表して、国、地方
自治体、国民から意見を
聴き、それらの意見を踏ま
えることで、環境の保全の
観点から、よりよい事業が
行われるようにする手続。
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3.2 EADAS（環境アセスメントデータベースシステム）

平成29年7月に
リニューアル版を公開

地理情報システム（GIS）の既存環境情報の大幅な拡充
情報項目の操作性の向上、モバイル端末への対応

データベースシステムの構成
①地理情報システム（GIS）

• 全国環境情報
• 再生可能エネルギー情報
• 情報整備モデル地区環境情報
• 環境影響調査前倒方法実証事業情報
②情報整備モデル地区環境情報 報告書

• 情報整備モデル地区で実施した地域文献調査、地域ヒアリング
調査、現地調査の報告書を検索・閲覧

③参考文献
• 鳥類・コウモリ類への影響、騒音・低周波音に関する文献資料情
報を検索・閲覧

④環境影響評価事例
• 都道府県等の条例に基づく風力発電事業の環境影響評価書
の検索・閲覧

環境アセスメントに活用できる環境基礎情報（貴重な動植物の生息・生育状況等の情報）のデータベース化及びそ
の提供を通じて、質が高く効率的な環境アセスメントの実施を促進。
風力発電等の影響を受けやすい場所を予め明らかにすることにより環境影響の回避・低減。

重要野鳥生息地を
事前にチェック

風況ポテンシャルや既
存の発電所などの情報

のチェック



4.操作方法
1. EADASにおける表示
2. レイヤ
3. 原典情報
4. センシティビティマップについて
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4.1 EADASにおける表示
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4.1 EADASにおける表示
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4.1 EADASにおける表示
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4.1 EADASにおける表示

センシティビティマップ
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4.1 EADASにおける表示

センシティビティマップ
重要事項

このセンシティビティマップは、風力発電施設を設置
しようとする際に、鳥類の生息状況をあらかじめ把握す
るためのものです。

本マップの作成の目的及び活用範囲をよくお読みいた
だき、鳥類に与える影響を効率的に回避・低減する観点
からご利用をお願いいたします。

閉じる
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4.1 EADASにおける表示

センシティビティマップ

センシティビティマップ

注意喚起メッシュ

・注意喚起メッシュ

・メッシュ情報

鳥類の渡りルート

・日中の渡りルート ルート図

・夜間の渡りルート ルート図（春季）

・夜間の渡りルート ルート図（秋季）

・夜間の渡りルート 飛翔方向グラフ（春季）

・夜間の渡りルート 飛翔方向グラフ（秋季）

・夜間の渡りルート 高度別飛跡数表（春季）

・夜間の渡りルート 高度別飛跡数表（秋季）

重要種

その他

ラムサール条約湿地及び鳥獣保護区（国指定）

ラムサール条約湿地

鳥獣保護区（国指定）

2次メッシュ番号

2次メッシュ番号

重要種の繁殖期・非繁殖期の分布（申請後）

重要種の繁殖期・非繁殖期の分布

集団飛来地の調査結果（申請後）

集団飛来地の現地調査結果

集団飛来地のヒアリング調査結果

情報項目-センシティビティマップ

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報
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4.2 レイヤ 注意喚起メッシュ 1/4
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4.2 レイヤ 注意喚起メッシュ 2/4
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4.2 レイヤ 注意喚起メッシュ 3/4
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4.2 レイヤ 注意喚起メッシュ 4/4

重要種：チュウヒ
集団飛来地：カモ類
ラムサール条約湿地、鳥獣保護区（国
指定）
申請後データあり

493052

44

4.2 レイヤ 日中の渡りルート ルート図 1/3
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4.2 レイヤ 日中の渡りルート ルート図 2/3
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4.2 レイヤ 日中の渡りルート ルート図 3/3
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4.2 レイヤ 夜間の渡りルート ルート図 1/3
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4.2 レイヤ 夜間の渡りルート ルート図 2/3
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4.2 レイヤ 夜間の渡りルート ルート図 3/3
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4.2 レイヤ 夜間の渡りルート 飛翔方向グラフ 1/2
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4.2 レイヤ 夜間の渡りルート 飛翔方向グラフ 2/2
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4.2 レイヤ 夜間の渡りルート 高度別飛翔数表
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4.3 原典情報

センシティビティマップ

センシティビティマップ

注意喚起メッシュ

・注意喚起メッシュ

・メッシュ情報

鳥類の渡りルート

・日中の渡りルート ルート図

・夜間の渡りルート ルート図（春季）

・夜間の渡りルート ルート図（秋季）

・夜間の渡りルート 飛翔方向グラフ（春季）

・夜間の渡りルート 飛翔方向グラフ（秋季）

・夜間の渡りルート 高度別飛跡数表（春季）

・夜間の渡りルート 高度別飛跡数表（秋季）

重要種

その他

ラムサール条約湿地及び鳥獣保護区（国指定）

ラムサール条約湿地

鳥獣保護区（国指定）

2次メッシュ番号

2次メッシュ番号

重要種の繁殖期・非繁殖期の分布（申請後）

重要種の繁殖期・非繁殖期の分布

集団飛来地の調査結果（申請後）

集団飛来地の現地調査結果

集団飛来地のヒアリング調査結果

情報項目-センシティビティマップ

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報
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4.3 原典情報

内容、原典、整備年度、留意事項、表示縮尺の制限

センシティビティマップ

注意喚起メッシュ

・注意喚起メッシュ

・メッシュ情報

鳥類の渡りルート

・日中の渡りルート ルート図

・夜間の渡りルート ルート図（春季）

・夜間の渡りルート ルート図（秋季）

・夜間の渡りルート 飛翔方向グラフ（春季）

・夜間の渡りルート 飛翔方向グラフ（秋季）

・夜間の渡りルート 高度別飛跡数表（春季）

・夜間の渡りルート 高度別飛跡数表（秋季）

重要種

その他

ラムサール条約湿地及び鳥獣保護区（国指定）

ラムサール条約湿地

鳥獣保護区（国指定）

2次メッシュ番号

2次メッシュ番号

重要種の繁殖期・非繁殖期の分布（申請後）

重要種の繁殖期・非繁殖期の分布

集団飛来地の調査結果（申請後）

集団飛来地の現地調査結果

集団飛来地のヒアリング調査結果

情報項目-センシティビティマップ

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報

追加 原典情報
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4.4 センシティビティマップについて
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4.4 センシティビティマップについて

センシティビティマップについてセンシティビティマップとは
目的
活用範囲
作成方法
留意事項
収録している情報
• 各レイヤごとの原典情報


